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▲
 

要
請
書
を
手
渡
す
県
農
業
総
合
対

策
協
議
会

　
福
岡
県
農
業
総
合
対
策
協
議
会

は
12

月
６
日
、
東
京
都
内
に
お
い

て
県
選
出
農
政
連
推
薦
国
会
議
員

へ
の
要
請
と
意
見
交
換
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
に
じ
か
ら
は
右
田
組
合
長
が

参
加
。
福
岡
県
農
業
の
振
興
と
課

題
解
決
に
尽
力
し
て
頂
く
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。
福
岡
県
農
業
総
合

　
12

月
13

日
、
に
じ
農
政
連
は
藤

木
し
ん
や
参
議
院
議
員
国
政
報
告

会
を
Ｊ
Ａ
に
じ
本
店
で
開
き
、
に

じ
農
政
連
役
員
・
評
議
員
、
生
産▲ 組合員と意見交換する役員ら

▲ 講演する藤木議員

▲ 年男の抱負を述べる職員▲ 新成人職員３名

▲新年の挨拶を行う
　右田組合長

農家の声を
国政に

藤木しんや議員国政報告会

年
賀
式

県
選
出
国
会
議
員
に
要
請

福
岡
県
農
業

振
興
の
た
め
に

役
員
ら
農
家
と
対
話

Ｊ
Ａ
事
業
に

現
場
の
声
を

心
新
た
に

対
策
協
議
会
と
は
、
農
業
・
農
村

を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
に
即
応
し

た
農
政
確
立
を
図
り
農
家
経
済
の

安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
組
合
長
、

中
央
会
、
連
合
会
代
表
、
県
農
政

連
代
表
、
県
青
協
代
表
、
県
女
性

協
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
役
員
ら
に

よ
る
対
話
活
動
を
11

月
中

旬
と
12

月
下
旬
に
行
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で
組
合

員
と
の
情
報
交
換
の
場
が

失
わ
れ
る
な
か
、
若
手
就

農
者
ら
が
今
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
ち
今
後
ど
の
よ

う
な
経
営
を
目
指
す
の
か
、

役
員
自
ら
直
接
対
話
を
通

し
て
率
直
な
声
を
聞
き
ま

し
た
。
対
話
で
は
空
き
農

地
の
活
用
、
部
会
で
情
報

交
換
を
や
っ
て
行
く
必
要

が
あ
る
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
が

り
、
右
田
組
合
長
は
「
日
頃
聞
け

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
仕
事
始
め
と
な
っ

た
１
月
４
日
、
年
賀
式
を
Ｊ
Ａ
本

店
で
行
い
、
右
田
組
合
長
は
「
引

き
続
き
農
家
の
所
得
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
力
を
込
め
ま
し

た
。
ま
た
職
員
の
中
か
ら
今
年
成

人
に
な
る
３
人
が
抱
負
を
述
べ
、

24

歳
、
36

歳
に
な
る
年
男
・
年
女

な
い
思
い
や
意
見
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

部
会
役
員
、
女
性
部
、
青
年
部
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。
藤
木
議
員
は
専
業
農
家
出
身

で
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
重
要
な
農
業
政

策
の
立
案
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
報
告
会
で
は
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
始
め
と
す

る
今
後
の
日
本
農
業
の
方
向
性
に

つ
い
て
講
演
。
参
加
者
か
ら
は
材

料
の
輸
入
量
減
少
に
よ
る
肥
料
不

足
の
現
状
や
、
各
補
助
事
業
に
お

け
る
生
産
現
場
の
実
態
と
の
乖
離

（
か
い
り
）
と
い
っ
た
具
体
的
な

意
見
・
要
望
が
あ
が
り
ま
し
た
。

の
代
表
が
仕
事
と
私
生
活
で
の
抱

負
や
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。
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▲
 

初
市
の
セ
リ
前
に
挨
拶
を
行
う
右
田

組
合
長

屈指の甘柿産地維持へ
初心者フォロー

長きにわたり
地域に貢献

柿剪定１から「妹川獣害対策協議会」が感謝状贈呈

▲ 剪定の初歩から実演を交えた講習に聞き入る参加者

▲ 感謝状を受け取る國武さん

▲ 一層の質・量アップめざし学ぶ部会員

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
久
留
米
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
は
、
麦
中
間
管
理
講
習

会
を
１
月
12

日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
開

き
ま
し
た
。
重
点
管
理
に
麦
踏
み
、

土
入
れ
、
排
水
、
除
草
、
追
肥
な

ど
を
あ
げ
、
高
品
質
・
高
収
益
の

麦
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
麦

部
会
は
、
今
後
も
基
本
作
業
の
励

行
と
気
象
や
生
育
に
応
じ
た
適
期
・

若
手
後
継
者
や
新
規
取
り
組
み
者

育
成
の
手
立
て
と
し
て
、
通
常
の

講
習
会
と
は
別
に
初
心
者
コ
ー
ス

を
設
け
て
技
術
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
。

剪
定
の
目
的
や
順
序
、
用
語
の
説

明
か
ら
収
量
確
保
の
た
め
の
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
ま
で
、
久
留
米
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
実

演
を
交
え
講
義
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
じ
は
１
月
６
日
、
柿
剪
定
の

基
礎
講
習
会
を
吉
井
町
の
柿
畑
で

開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
４
年
前
、

　
柿
栽
培
初
心
者
の
技
術
を
高
め

担
い
手
確
保
と
秋
の
成
果
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
県
内
屈
指
の
甘
柿
産
地

　
１
月
５
日
、
福
岡
花
市
場
で
令

和
４
年
初
市
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
に

じ
か
ら
右
田
組
合
長
、
山
下
理
事
、

花
部
会
役
員
ら
が
参
加
。
初
セ
リ

を
前
に
挨
拶
に
立
っ
た
右
田
組
合

長
は
、
現
状
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
と
り
わ
け
花
が
人
々
の

心
に
大
き
な
癒
し
を
も
た
ら
す
こ

と
を
述
べ
、
市
場
担
当
者
ら
に
に

じ
産
の
花
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　「
妹
川
獣
害
対
策
協
議
会
」
は
12

月
23

日
、
長
き
に
わ
た
り
妹
川
地
区
の
獣

麦
中
間
管
講
習
会

高
品
質
の

麦
づ
く
り
め
ざ
し
て

花
市
場
で
初
市

癒
し
の
花
を

い
つ
も
身
近
に

適
正
管
理
に
努
め
、
質
・
量
と
も

に
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
麦
生
産
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
令
和
3
年
12
月
27
日
（
月
）開
催
】

理

事

会

だ

よ

り

【
附
議
事
項
】

・ 

令
和
３
年
度
上
半
期
末
監
事

監
査
処
理
顛
末
に
つ
い
て

・ 

資
産
査
定
基
準
及
び
資
産
の

償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・ 

旧
吉
井
農
産
加
工
所
の
売
却

に
つ
い
て

害
駆
除
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
國
武
忠

光
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
國
武
さ
ん
は
現
在
高
齢
と
な
り

駆
除
活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
平
成
17

年
か
ら
令
和
２
年
ま
で

の
16

年
間
に
５
０
０
頭
余
り
の
イ
ノ

シ
シ
を
捕
獲
し
農
業
被
害
を
防
ぎ
ま

し
た
。
今
後
も
同
協
議
会
は
Ｊ
Ａ
に

じ
担
い
手
支
援
課
と
も
連
携
し
獣
害

減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」

に
、
ト
マ
ト
の
ギ
フ
ト
向
け
が
登

場
。
大
玉
の
「
桃
太
郎
」
で
、
Ｊ

Ａ
ト
マ
ト
部
会
が
出
荷
す
る
「
旨

果
（
う
ま
か
）」
を
７
玉
ま
た
は

　
師
走
に
入
り
「
に
じ
の
耳
納
の

里
」
に
、
イ
チ
ゴ
「
あ
ま
お
う
」

の
ギ
フ
ト
向
け
特
選
品
が
登
場
し

ま
し
た
。
特
上
の
あ
ま
お
う
30

粒

を
化
粧
箱
に
詰
め
た
「
Ｄ
Ｘ
（
デ

ラ
ッ
ク
ス
）
30

」
と
最
上
級
12

粒

を
詰
め
た
「
Ｅ
Ｘ
（
エ
ク
セ
レ
ン

ス
）」
の
２
タ
イ
プ
で
、
色
や
形

な
ど
の
基
準
を
全
て
満
た
す
選
り

抜
き
を
揃
え
る
た
め
、
予
約
の
み

で
到
着
日
な
ど
の
指
定
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
品
で
す
。

　
地
場
産
小
豆
と
餅
で
身
体
の
芯

か
ら
温
ま
り
コ
ロ
ナ
退
散
を
と
１

月
９
日
、
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳

納
の
里
」
出
荷
者
協
力
会
は
ぜ
ん

ざ
い
会
を
開
き
、
来
店
者
に
熱
々

の
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。
同
会
役
員
ら
が
地
場
産
の
小

豆
30

㌔
を
持
ち
込
み
５
０
０
食
を

準
備
。
当
日
会
場
で
は
役
員
ら
が

焼
き
立
て
の
餅
を
入
れ
て
も
て
な

し
ま
し
た
。
来
店
者
は
立
ち
上
る

湯
気
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
次
々
に

立
ち
寄
り
、
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
年
末
、
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の

里
」
に
華
や
か
な
寄
せ
植
え
が
ず
ら
り

と
並
び
ま
し
た
。
ひ
と
鉢
に
数
種
類
か

ら
10

種
類
ほ
ど
を
植
え
込
ん
だ
も
の

で
、
出
荷
者
は
土
の
配
合
を
工
夫
し
、

寒
さ
に
強
い
品
種
を
選
ん
で
お
り
、
お

し
ゃ
れ
な
手
提
げ
タ
イ
プ
の
容
器
な
ど

商
品
の
多
様
さ
も
好
評
で
す
。

華
や
か
に
晴
れ
や
か
に
新
年
飾
る
寄
せ
植
え

▲ 「桃太郎」の美味しさをたっぷり味

わえる「旨果」ギフト用 ▲ 粒ぞろいの特選品３０粒入り「ＤＸ３０」

▲ 年末、店頭に並んだ寄せ植え

▲▲ もちを焼いて熱々のぜんざ

いを振る舞う出荷者協力会

役員ら

コロナ退散願い

味、見栄え、
ボリューム揃え

年末年始は
特上「あまおう」で

出荷者がぜんざい振る舞う

「うまかトマト」ギフトにいかが 「デラックス」「エクセレンス」お目見え

９
玉
詰
め
た
も
の
で
す
。
見
栄
え

良
く
、
味
良
く
、
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
感
た
っ
ぷ
り
。
そ
の
ま
ま
は
も

ち
ろ
ん
、
鍋
や
ス
ー
プ
に
と
実
用

性
も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
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12
月
下
旬
、
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ

の
耳
納
の
里
」
で
は
新
春
を
迎
え

る
準
備
一
色
と
な
り
、
直
売
所
前

に
は
正
月
に
欠
か
せ
な
い
し
め
縄

が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。
今
年

も
管
内
の
作
り
手
数
人
が
全
部
で

約
２
千
個
を
出
荷
。
家
族
の
少
人

▲
 

田
主
丸
保
育
所

▲
 

川
会
保
育
所

▲
 

菅
原
保
育
所

▲
 

竹
野
保
育
所

▲
 

船
越
保
育
所

▲
 

水
縄
保
育
所

▲
 

イ
ン
テ
リ
ア
感
覚
で
特
に
若
い
女

性
に
人
気
の
ミ
ニ
し
め
縄

Ｊ
Ａ
に
じ
田
主
丸
地
区
青
年
部
は
12
月
中
旬
、
町
内

６
か
所
の
保
育
所
で
園
児
と
も
ち
つ
き
を
し
ま
し

た
。
地
場
産
の
も
ち
米
を
使
い
、
園
児
た
ち
の
元
気

な
か
け
声
と
と
も
に
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て

ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん

お座り大根 新
年
飾
る
し
め
縄
多
彩
に

に
じ
の
耳
納
の
里

数
化
や
暮
ら
し
の
多
様
化
に
伴
い

小
型
の
も
の
や
、
イ
ン
テ
リ
ア
を

兼
ね
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
も
揃

い
、
来
店
者
は
次
々
に
好
み
の
し

め
縄
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　うきは市吉井町清宗の

本松泰夫さん宅でとれた

大根。あぐらをかいてい

るようで何とも可愛いら

しいですね♪
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